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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文はいわゆるP　E　P　I　C○分光法に関する研究である。論文の前半（I，IIラIII）は著者が
設計試作較正したP　E　P　I　C○分光計に関する記載である。それは二重場をイオンソースにもつ飛
行時間（T　O　F）型質量分析器と半球静電電子エネルギー分析器とから成り，コインシデンス測定
には時問一波高変換器（T　P　HC）が用いられた。また真のコインシデンスを抽出するための統計
的処理も記述されている。
　論文の後半（亙V争VラVI）は上記装置による測定結果である。まずヨー連のポリクロロメタンに
ついての測定結果は骨非結合性軌道バンドの状態からの直接分解でありヨ内部エネルギーの100％が
運動エネルギーに変っていることが確かめられた。
　次いでメタノールに関しての結果はヨ直接分解ではないが準平衡理論の予想するものとも明らか
に異なる分解機構のものであることを示した、
　第三に、ギ酸については雪光電子スペクトルの各バンドに対応するイオン状態とその分解生成物
との関係が確認された。
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審　　査　　の　　要　　旨
　イオン分解機構の詳細な知識を得るために企画された本研究の成功はラこの分野の化学に実り多
い方法を開拓したもので，貢献するところ極めて大きいものである。
　この研究の実施にあたって発揮された著者の手腕カ量は敬服に値するものである。
　よってう著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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